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今後も皆様に有用な情報を発信してまい 

ります。何か情報提供をご希望される方は、 
編集会議までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 社 会 福 祉 法 人  よ つ ば 

 家 族 会  よ つ ば 会 

住 所 柏市大津ヶ丘 3-4-1-101 

TEL・ FAX 0 4 - 7 1 9 9 - 7 9 3 1 

ホームページ www.kashiwa-yotsuba.jp 

 

法人・家族会の情報はこちらからも

ご覧いただけます♪ 

社会福祉法人よつば(ホームページ) 

h t t p : / / k a s h i w a - y ot s u ba . j p 

ぜひご活用ください(^^) 

 手賀沼病院 デイケア 
『Star Ship 手賀沼』 

心地よい静けさがある雰囲気の中、互いが良い距離感を保って過ごしている様
子でした。お忙しい中ご対応していただきましてありがとうございました。 

 

今回は柏市の「手賀沼病院」に併設され 

ている「手賀沼病院デイケア」（以下デ 

イケア）を、改築したてのところを訪問 

させて頂きました。案内をしてくださった 

のは、精神保健福祉士の正木さん。 

訪問させていただいた水曜日の当日は調 

理を行うプログラムの日。年の瀬にちな 

んで「年越しそば」を皆さんでつくる準 

備を行っていました。 

デイケアの利用対象となる方は手賀沼病院の

外来を受けている方で、医師がリハビリを必要

と判断した方や、退院後や今後必要となってく

るであろう生活リズムやコミュニケーション

を、集団・仲間との中で得られるように活動し

ているとのこと。利用されている方は柏以外に

も、我孫子、松戸。中には都内から通っている

方もいるそうです。柏駅から送迎バスが出てい

ることもあり通い易そうです。 

 

正木さんがおっしゃっていた事にあった、 

「無理せず、自分で決めていく」。そのため 

デイケア内では、必要以上に「禁止」となる 

事項が多くないということはとても印象的で 

した。本人が主体的に過ごせ、種々の活動に 

参加できることは自由であると同時に、自分 

で判断することでもあります。様々考えてい 

く際、迷ったり戸惑ったりしたとき、スタッ 

フの皆さんが考えを整理する手伝いをし、最 

後には自分で選択・決定できるように導いて 

いこうとするデイケアの姿勢は、利用されて 

いる方の感想の中にもありましたが、居心地 

よく穏やかな雰囲気の中で安心して過ごせる 

場所で活動しているように思えました。 

 
 

 

『希望』の発行も、前号で 50 号になりました。思えば長い道のり

でしたが、此の機会に、今までの道筋を振り返ってみたいと思います。 

 

『希望』創刊号は、平成 11 年３月に、当時の家族会よつば会長の

近藤範孝氏が４頁版として発刊し、会員に配布されました。其の誌面

の中で、法人設立の必要性が指摘されていました。此の件については、

平成 12年に家族会の臨時総会で法人設立の議決が行われ、平成 14年

に法人が設立されるに至りました。 

 

『希望』の発行は、その後も３ヶ月ごとに４頁として継続され、平

成 13 年３月・No.7 号からは、８頁版にして発行される様になりまし

た。平成 14年に待望の「社会福祉法人よつば」が発足するに至り、『希

望』も No.10 号「法人化特集」を発行しました。なお、同年４月 27

日は、柏玉姫殿で法人発足祝賀会が盛大に執り行われましたが、其の

時の模様は、No.11号に紹介されております。 

 

『希望』の発行は,これ迄、家族会よつば広報部で編集発行をして

おりましたが、平成 19年の No.27号からは、「法人よつば」と「家族

会よつば」による共同で編集発行する事になりました。『希望』は「法

人よつば」の広報誌としての役割を担う事になったわけです。 

 

編集作業も長期に亙って行われましたので、誌面内容にも色々と工

夫が加えられ、現在の形に落ち着きました。これからも、読者の皆様

の声を反映して、より良い誌面を作っていきたいと思っておりますの

で、ご愛読の程お願い致します。 

『希望』 編集会議一同・文責 吉崎 裕 



希 望   第 51 号                                     希 望   第 51 号 

 

2                                                                                              7 

 

 

 

 

 

 

昨年 10月９日、柏市保健所の担当者から、標記について次の通り説明がありまし

た。以下要約です。 

 

「 まず保健所の設置根拠ですが、地域保健法第５条により、保健所は都道府県、

政令指定都市、中核市に設置すると定められている。そして、同法第６条に保健所

の業務が列挙されているが、その第 10号に精神保健に関する事項というのが定めら

れており、また平成 12年に当時の厚生省の障害保健福祉部長から、保健所及び市町

村における精神保健福祉業務運営要領という通達が出され、それらに基づき適切な

業務を実施することとされている。それでは次に、保健予防課における具体的な業

務についてお話します。 

 今、柏市保健所には精神保健福祉士５名と保健士２名がおり、他市と比べ非常に

恵まれた人員配置になっているが、まずその人達による相談・訪問を行っています。

相談は予約制で月 3回です。柏市が中核市になったのは平成 20年ですが、その後５

年間の相談件数の推移をみると、平成 20年度は来所相談 451件・訪問 193件・電話

2405件で総数 3049件だったのが、平成 25年度にはそれぞれ 939件・755件・6797

件で総数 8491件と３倍近くに増加している。相談には匿名も多い。訪問は家庭へ行

ったり、病院の待合室だったり、近所の目を避けて喫茶店などで行うこともある。

予約制で精神科の嘱託医による相談もある。次にアルコール依存症の方のご家族の

ための家族教室を月１回、当事者の方がアルコールを飲まない生活を維持していく

為のプログラムを月３回、あわせて酒害教室も月１回やっている。また日本は先進

国の中で自殺者が多いので、自殺予防対策について保険福祉総務課と協議などとし

ている。また長期入院者の地域移行・地域定着支援の事業を関係機関と一緒に推め

ている。その他の業務として、大切なのは普及啓発活動です。まずは出前講座です

が、５つのテーマ（ストレスと心の健康・うつ病・統合失調症・お酒の飲み方の見

直し・自殺予防対策）について関係者の要請を受け、指定された場所へ行って話を

します。７月に行われる柏まつりには、普及啓発活動ということで当事者の方の団

体と一緒にグループに参加したりとか、また本年度から市民講座を始めることにな

り、明日ですが地域移行についての口座を持つことにしています。更に、精神保健

のボランティアの方の養成講座もあり、今月 20日が予定日となっている。以上 」 
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平成 26年 12月

短歌会 実施 

 

 

 

 

 

 

 

猛
烈
な
爆
弾
低
気
圧
の
せ
い
な
の
か 

雲
が
連
な
り
北
は
大
荒
れ 

 
 

 

Ｍ
．
Ｓ 

 

わ
た
く
し
は
不
器
用
で
す
よ
だ
か
ら
ね
女
の

人
を
捕
ま
え
ら
れ
ぬ 

 
 

 
 

Ｔ
．
Ｔ 

 

ク
リ
ス
マ
ス
子
供
の
頃
の
思
い
出
の 

楽
し
い
気
分
今
も
続
け
ば 

 
 

 

Ｋ
・
Ｏ 

 

  

近
頃
は
話
し
相
手
や
っ
と
出
来 

昼
食
時
は
冗
談
が
飛
ぶ 

 
 

 
 

 

Ｎ
・
Ｓ 

  

三
人
で
テ
レ
ビ
買
い
思
わ
ぬ
出
費 

寒
さ
身
に
し
む
師
走
が
来
た
る 

 
 

Ｋ
・
Ｓ 

年
賀
状
書
く
ご
と
に
今
ど
う
し
て
い
る 

心
の
重
み
感
じ
る
心 

 
 

 
 

 

Ｙ
．
Ｉ 

柏市保健所保健予防課 精神保健福祉担当業務について 

(要約 よつば会 T.M生) 
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